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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

８/24現在 

父島 

73.5/100 

母島  

87.5/100 

 

7 月気象状況    （父島） 

最高気温   32.7℃ 

最低気温   23.5℃ 

平均気温   28.1℃ 

平均湿度   79％ 

月降水量   18.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（8/1） 

             2,596人 

             父島      母島                

  人口      2,122人   474人 

  世帯      1,229    268 

                                               

   

７
月
31
日
に
行
な
わ
れ
た
東
京
都
知
事
選
挙
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
有
権
者
数
】 

 

《
父
島
》
１
，
５
４
４
人 

 

 

《
母
島
》
３
６
０
人 

 

《
合
計
》
１
，
９
０
４
人 

【
投
票
率
】 

 

《
父
島
》
６
６
．
８
４
％ 

 

 

《
母
島
》
７
２
．
２
２
％ 

 

《
合
計
》
６
７
．
８
６
％ 

                         

●
問
合
せ
先 

 
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

２
―
３
１
１
１ 

   

夏
休
み
中
に
子
ど
も
達
が
参
加
し
た
大
会
や
行
事

等
で
の
活
躍
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

【
小
笠
原
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】 

○
島
し
ょ
大
会
（
７
月
21
日
） 

３
位 

 

１
回
戦 

０-

２
八
丈
島
合
同
チ
ー
ム 

 

２
回
戦 

０-

２
新
島
中 

 

３
回
戦 

２-

１
三
宅
中 

 

【
小
笠
原
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
】 

○
島
し
ょ
大
会
（
７
月
22
日
） 

３
位 

 

１
回
戦 

０-

５
大
賀
郷
・
三
原
中 

 

３
位
決
定
戦 

０-

０ 

 
 
 
 

Ｐ
Ｋ
１
０-

９
大
島
第
二
中 

 

【
小
笠
原
中
・
母
島
中
学
校
野
球
部
】 

〇
全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
（
８
月
22
～

25
日 

隠
岐
の
島
町
） 

 

１
回
戦 

０
‐
21
青
苗
・
奥
尻
中 

 
  

【
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
・
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
】 

○
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
大
島
大
会
（
島
し
ょ
小
学
生
フ

ッ
ト
サ
ル
大
会 

７
月
27
～
30
日
） 

《
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
》 

３
位
入
賞 

 

予
選
リ
ー
グ 

５-

０
式
根
島
Ｓ
Ｃ 

 
 
 
 
 
 
 

３-

０
八
丈
島
坂
上
Ｆ
Ｃ 

 

準
々
決
勝 

 

５-

２
新
島
Ｆ
Ｃ 

 

準
決
勝 

 
 

２-

２
大
島
マ
リ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ 

 
 
 
 

Ｐ
Ｋ
戦
１-

３ 

 
３
位
決
定
戦 

４-

１
Ｆ
Ｃ
利
島 

《
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
》 

１
０
位 

 

予
選
リ
ー
グ 

０-

８
大
島
マ
リ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ 

 
 
 
 
 
 
 

１-

５
Ｆ
Ｃ
利
島 

 

順
位
決
定
リ
ー
グ 

１-

０
式
根
島
Ｓ
Ｃ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

０-

１
ス
ー
ル
青
小
Ｓ
Ｃ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

５-
０
御
蔵
Ｆ
Ｃ 

 

◎
島
じ
ま
ん
発
表
会
‐
優
秀
賞
受
賞 

【
名
刺
大
賞
‐
優
秀
賞
受
賞
】 

寺
戸
藍
波
さ
ん 

 

各
島
の
チ
ー
ム
と
対
戦
や
交
流
を
楽
し
み
、
友
達

を
た
く
さ
ん
作
り
ま
し
た
。 

 

【
柔
剣
道
】 

○
東
京
少
年
柔
道
・
剣
道
練
成
大
会
（
７
月
25
日
） 

・
剣
道
団
体
戦 

第
２
回
戦
に
出
場 

・
柔
道
団
体
戦 

第
２
回
戦
に
出
場 

 

【
小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
】 

○
杉
並
区
少
年
野
球
交
流
試
合
（
７
月
23
、
24
日 

杉
並
区
立
第
十
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
） 

 

杉
並
区
の
少
年
野
球
２
チ
ー
ム
と
合
同
練
習
や
試

合
を
行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
交
流
試
合
は
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
打
っ
て
、
走
っ
て
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
頑
張
り
ま
し
た
。 

 

【
南
ア
ル
プ
ス
市
中
学
生
親
善
交
流
（
８
月
18
〜

24 
日
）】 

 

小
笠
原
村
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
山
梨
県
南
ア
ル
プ

ス
市
か
ら
20
名
の
中
学
生
が
親
善
交
流
の
た
め
来

島
し
ま
し
た
。
食
事
会
や
ウ
ミ
ガ
メ
教
室
、
海
上
遊

覧
な
ど
を
通
じ
て
島
の
魅
力
を
小
笠
原
中
学
校
の
生

徒
と
と
も
に
堪
能
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２
―
３
１
１
７ 

    

【
実
施
日
程
】
９
月
13
日
（
火
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

【
住
所
】
父
島
字
奥
村 

【
電
話
】
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 
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票

票 票

票 票

票 票

票 票

票 票

票 票

票 票

票 票

票 票

票 票

票 票

得票数

高橋しょうご 6 

谷山ゆうじろう 2 

桜井誠 23 

鳥越俊太郎 282 

増田ひろや 349 

4 

小池ゆりこ 481 

マック赤坂 13 

山口敏夫 4 

やまなかまさあき 1 

上杉隆 72 

七海ひろこ 9 

中川ちょうぞう 3 

せきくち安弘 0 

立花孝志 16 

宮崎正弘 2 

今尾貞夫 3 

望月義彦 1 

武井直子 1 

ないとうひさお 0 

無 効 投 票 17 

合 計 1,292 

後藤輝樹 3 

岸本雅吉

 

夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍 

 
 

東
京
都
知
事
選
挙
の
結
果 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 
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※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

   

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
９
月
23
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 
（
１
件
あ
た
り

概
ね
20
分
枠
） 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

        

住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
第
３
項
及
び
第
11
条

の
２
第
12
項
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
閲
覧
及
び

住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
に
関
す
る
省
令
第
３
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
左
記
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。 

 

【
閲
覧
日
】
７
月
25
日 

【
閲
覧
し
た
機
関
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
閲
覧
事
由
】「
地
域
診
断
を
活
か
し
た
島
し
ょ
地
域

の
食
生
活
改
善
対
策
～
島
民
の
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
」
の
食
事
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
た
め 

【
閲
覧
し
た
住
民
の
範
囲
】
父
島
・
母
島
の
20
歳
以

上
の
男
女 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

     

防
衛
施
設
の
設
置
又
は
運
用
に
よ
っ
て
生
ず
る

様
々
な
障
害
や
周
辺
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
や
周

辺
地
域
の
開
発
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
「
特
定
防

衛
施
設
」
を
有
す
る
自
治
体
に
お
い
て
、
公
共
用
の

施
設
の
整
備
又
は
そ
の
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
、

開
発
の
円
滑
な
実
施
に
寄
与
す
る
事
業
に
対
し
、「
防

衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
る
交
付
金
で
す
。 

 

小
笠
原
村
で
は
硫
黄
島
飛
行
場
が
「
特
定
防
衛
施

設
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
村
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
に
対
し
、
本
交
付
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。 

 

事
業
内
容
、
交
付
額
な
ど
に
つ
い
て
は
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

２
―
３
１
１
２ 

      

◎
医
療
証
の
更
新
方
法 

①
要
件
を
満
た
す
村
民
の
世
帯
主
な
ど
に
制
度
案
内
、

申
請
書
（
現
況
届
）
を
、
８
月
中
に
発
送
し
ま
し
た
。 

②
９
月
７
日
ま
で
に
、
①
の
申
請
書
と
次
の
添
付
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

資
格
該
当
審
査
後
、
対
象
者
に
は
９
月
末
ま
で
に

新
し
い
医
療
証
を
送
り
ま
す
。 

 

更
新
日
の
前
後
に
内
地
滞
在
（
都
内
）
な
ど
の
予

定
が
あ
る
場
合
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

（
ア
）
健
康
保
険
証
の
写
し 

 

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特
に
、
加
入
す
る

健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
方
は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。 

（
イ
）
前
年
中
の
所
得
金
額
や
税
申
告
上
の
扶
養
者

数
、
税
控
除
額
な
ど
の
わ
か
る
書
類 

（
今
年
の
１
月
２
日
以
降
に
村
に
転
入
さ
れ
た
方
な

ど
、
小
笠
原
村
で
所
得
の
確
認
が
で
き
な
い
方
） 

※
課
税
証
明
書
は
、
前
住
所
地
（
平
成
28
年
度
の
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
所
）
の
役
所
で
交
付
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

※
申
請
者
の
所
得
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
医
療
証

を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
後
、
所
得

要
件
範
囲
内
で
あ
る
と
判
明
し
て
も
、
新
た
に
交
付

さ
れ
る
医
療
証
の
開
始
日
は
所
得
が
確
認
で
き
た
日

か
ら
と
な
り
ま
す
。
確
定
申
告
等
を
行
っ
て
い
な
い

方
は
、
乳
・
子
制
度
の
更
新
前
に
お
済
ま
せ
に
な
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

◎
所
得
制
限
に
つ
い
て 

 

制
限
額
は
児
童
手
当
と
同
額
で
す
。
以
下
の
所
得

を
超
え
る
方
は
、
本
医
療
費
補
助
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。 

・
扶
養
者
（
税
の
申
告
を
し
た
扶
養
親
族
）
０
人
の

場
合
…
６
百
２
２
万
円 

・
扶
養
者
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
38
万
円
を
加
算
。

老
人
扶
養
者
は
１
人
に
つ
き
さ
ら
に
６
万
円
加
算
し

ま
す
。 

※
所
得
と
は
、
給
与
所
得
者
は
給
与
所
得
控
除
後
の

金
額
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
収
入
額
か
ら
必
要

経
費
を
引
い
た
額
で
す
。
所
得
制
限
限
度
額
は
、
所

得
か
ら
さ
ら
に
次
の
も
の
を
控
除
し
た
額
に
よ
っ
て

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
児
童
手
当
法
に
よ
る
控
除
８
万
円
、
雑
損
・
医
療

費
・
小
規
模
企
業
掛
金
の
相
当
額
、
特
別
障
害
者
控

除
40
万
円 

・
障
害
・
勤
労
学
生
・
寡
婦(

夫)

控
除
27
万
円
、
寡

婦
特
別
控
除
８
万
円 

 

◎
優
先
順
位
に
つ
い
て 

○
乳
と
親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
乳
が
優
先

し
ま
す
。 

○
子
と
親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、 

 

・
住
民
税 

非
課
税
の
場
合
、
親
が
優
先 

 

・
住
民
税 

課 

税
の
場
合
、
子
が
優
先 

 

子
と
親
助
成
対
象
の
優
先
す
る
期
間
が
複
雑
に
な

り
ま
す
（
更
新
時
期
が
異
な
る
た
め
、
数
か
月
単
位

で
の
変
更
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
就
学
児
童
の
学
校
管
理
下
で
の
災
害
給
付

や
学
校
保
健
法
に
も
と
づ
く
給
付
は
、
子
や
親
の
医

療
助
成
制
度
よ
り
優
先
さ
れ
ま
す
。
学
校
管
理
下
で

の
ケ
ガ
や
要
保
護
世
帯
な
ど
の
特
定
疾
病
な
ど
の
場

合
に
は
、
医
療
費
の
給
付
が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関

で
の
混
乱
や
二
重
に
受
給
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
受
診
さ
れ
る
際
に
、
子
や
親
の
医
療
証
を
ご
提

示
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
受
診
時
に
は
個
人

負
担
額
の
支
払
い
が
必
要
で
す
）。 

 

な
お
、
後
日
、
災
害
給
付
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
申
請
・
請
求
す
る

こ
と
に
よ
り
医
療
助
成
制
度
で
助
成
対
象
と
な
る
の

で
、
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

   
 

   

満
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
お
申
込
み
に
よ
り
都
内

の
路
線
バ
ス
、
都
電
、
都
営
地
下
鉄
、
日
暮
里
・
舎

人
ラ
イ
ナ
ー
が
無
料
で
利
用
で
き
る
「
東
京
都
シ
ル

バ
ー
パ
ス
」
を
発
行
し
ま
す
。 

 

【
対
象
】 

都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
70
歳
以

上
の
方 

【
発
行
に
要
す
る
費
用
】 

①
28

年
度
の
住
民
税
が
課
税
で
③
以
外
の
方 

 

２
万
５
１
０
円 

②
28
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方 

１
千
円 

③
27
年
の
合
計
所
得
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方 

 

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
の 

 
 
 

公
表
に
つ
い
て 

  

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備 

 
 
 
 
 
 

調
整
交
付
金
事
業 

 

医
療
費
助
成
（

○乳
・

○子
）
制
度
の 

 
 
 
 
 
 
 
 

医
療
証
の
更
新 

 

平
成
28
年
度 

 
 
 

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
発
行 
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１
千
円 

【
有
効
期
限
】 

平
成
29
年
９
月
30
日 

【
必
要
書
類
】 

○
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類 

○
住
民
税
課
税
／
非
課
税
証
明
書
、
介
護
保
険
料
納

入(

決
定)

通
知
書
な
ど
の
所
得
額
等
を
確
認
で
き
る

も
の 

○
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
手
続
き
の
ご
案
内
」
の
通

知
書
及
び
現
在
使
用
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
パ
ス
（
更

新
の
方
） 

 
 
 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

  
 

  

集
落
周
辺
の
樹
木
を
中
心
と
し
た
シ
ロ
ア
リ
対
策

事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

 

被
害
に
つ
い
て
の
相
談
や
家
屋
の
点
検
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

 

無
料
の
相
談
お
よ
び
点
検
は
事
前
に
申
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

（
家
屋
の
駆
除
作
業
及
び
防
蟻
処
理
は
、
専
門
業
者

に
よ
り
有
料
で
施
工
し
て
い
ま
す
。） 

【
申
込
期
間
】
９
月
１
日
（
木
）
～
16
日
（
金
） 

【
対
策
日
程
】 

《
母
島
》
９
月
16
日
（
金
）
～
19
日
（
月
・
祝
） 

《
父
島
》
９
月
21
日
（
水
）
～
24
日
（
土
） 

  

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

     

出
張
期
間
：
７
月
21
日
～
８
月
４
日 

・
東
京
都
町
村
会
町
村
長
会
議 

・
東
京
都
簡
易
水
道
協
会
総
会 

・
基
地
交
付
金
要
望 

・
都
予
算
要
望 

・
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
（
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
） 

・
関
係
機
関
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

      

小
笠
原
小
学
校
で
は
、
保
護
者
や 

地
域
の
方
々
に
学
習
や
生
活
全
般
の 

様
子
を
参
観
い
た
だ
き
、
学
校
で
の
児
童
の
様
子
、

授
業
の
内
容
や
方
法
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
学
校
公
開
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
校
く
だ
さ
い
。 

【
公
開
日
】
９
月
21
日
（
水
） 

【
授
業
公
開
等
】 

《
ス
キ
ル
タ
イ
ム
》
午
後
１
時
15
分
～
１
時
30
分 

《
第
５
校
時
》
午
後
１
時
30
分
～
２
時
15
分 

《
授
業
改
善
推
進
プ
ラ
ン
説
明
会
》 

 

午
後
２
時
20
分
～
２
時
35
分
（
図
書
室
） 

《
学
級
保
護
者
会
》 

 

午
後
２
時
40
分
～
３
時
25
分
（
各
教
室
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
小
学
校 

２
―
２
０
１
２ 

    

◎
リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う 

【
内
容
】 

 

ボ
イ
ス
リ
ズ
ム
、
ボ
デ
ィ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
カ

ス
タ
ネ
ッ
ト
、
シ
ェ
ー
カ
ー
、
そ
の
他
打
楽
器
等
を

使
っ
て
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
創
作
を
行
い
ま
す
。な
お
、

楽
譜
が
読
め
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。 

【
日
時
】 

①
10
月
12
日
（
水
）
午
後
６
時
～
８
時 

②
10
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
～
12
時 

③
10
月
19
日
（
水
） 

午
後
６
時
～
８
時 

④
10
月
22
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
12
時 

⑤
10
月
26
日
（
水
） 

午
後
６
時
～
８
時 

⑥
10
月
29
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
12
時 

【
講
師
】
本
校
講
師 

【
場
所
】
本
校
音
楽
室 

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方 

【
定
員
】
20
名 

 

＊
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、５
名
以
下
の
場
合
は
、中
止
と
な
り
ま
す
。 

【
費
用
】
１
５
０
０
円
（
受
講
料
） 

【
申
込
方
法
】
電
話 

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
９
月
21
日
（
水
） 

 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

       

【
日
時
】
10
月
２
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
８
時
45
分
～
午
後
３
時
10
分 

※
雨
天
の
場
合
は 

10
月
９
日
・
10
日
に
順
延 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
校
庭 

【
一
般
参
加
種
目
】 

 

《
職
場
対
抗
リ
レ
ー
》
男
女
別
６
人
１
チ
ー
ム 

 
 

タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
実
施
（
競
技
予
定
時
刻 

午 

 
 

後
２
時
） 

 

《
職
場
対
抗
綱
引
き
》
男
女
混
合
12
人
１
チ
ー
ム
）

※
最
低
女
子
１
名
登
録 

 
 

１
試
合
１
本
勝
負
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
競
技 

 
 

予
定
時
刻
）
午
前
11
時
35
分 

 

※
今
年
度
も
、
短
距
離
走
の
一
般
参
加
は
あ
り 

 
 

ま
せ
ん
。 

 

【
申
込
方
法
】 

 

教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
を
９
月

28
日
（
水
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
締

切
り
後
の
変
更
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

 

な
お
、
当
日
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

な
お
、
職
場
対
抗
綱
引
は
、
12
チ
ー
ム
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
時
点
で
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

【
申
込
先
】
教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 

 

◎
玉
入
れ
・
幼
児
種
目
・
南
洋
踊
り
に
つ
い
て 

【
玉
入
れ
】（
小
・
中
学
生
・
高
校
生
と
地
域
の
方
） 

 
 
 

 

《
時
刻
》
午
前
11
時
10
分
頃 

【
く
る
く
る
風
車
】（
就
学
前
児
童
） 

 

《
時
刻
》
午
前
11
時
25
分
頃 

【
南
洋
踊
り
】（
小
学
校
３
年
生
、
児
童
・
生
徒
と
村 

 
 
 
 
 
 

民
の
方
） 

 

《
時
刻
》
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後 

 

◎
注
意
事
項 

【
参
観
に
つ
い
て
】 

 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
学
校
前
・
支

庁
付
近
及
び
学
校
上
の
都
道
等
の
路
上
駐
車
も
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。 

 

学
校
行
事
で
す
の
で
、飲
酒
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

喫
煙
場
所
は
プ
ー
ル
前
の
１
カ
所
の
み
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
テ
ン
ト
設
営
に
つ
い
て
】 

 

今
年
度
も
校
庭
開
場
時
刻
は
、
午
前
６
時
で
す
。

前
日
（
前
夜
）
の
テ
ン
ト
設
営
及
び
場
所
取
り
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
テ
ン
ト
の
設
営
場
所
は
、

当
日
掲
示
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、
決

め
ら
れ
た
場
所
に
設
営
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

校
庭
が
芝
生
に
な
り
ま
し
た
。
校
庭
内
に
車
を
乗

り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

片
付
け
は
閉
会
式
後
に
お
願
い
し
ま
す
。 

【
競
技
に
つ
い
て
】 

 

競
技
に
ご
参
加
の
方
は
、
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 

村
長
出
張
報
告 

 

小
笠
原
小
学
校 

 

 
 
 
 
 

学
校
公
開 

 

小
笠
原
高
等
学
校 

公
開
講
座 

 

第
49
回 

小
・
中
・
高 

 
 

連
合
運
動
会 
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け
が
防
止
に
万
全
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。
け
が
は
、

自
己
責
任
と
な
り
ま
す
。
け
が
予
防
の
た
め
に
、
事

前
に
準
備
運
動
を
入
念
に
行
い
、
運
動
を
す
る
の
に

ふ
さ
わ
し
い
服
装
と
履
き
物
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

全
て
の
競
技
は
、運
動
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
パ
イ
ク
の
着
用
と
裸
足
で
の
参
加
は
危
険
で
す
の

で
お
止
め
く
だ
さ
い
。 

 

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

２
―
２
５
０
２ 

     

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
で
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
す
る
農
業
者
が
立
て
た
計
画
「
農
業
経
営
改
善

計
画
」
を
市
町
村
が
認
定
し
、
そ
の
計
画
の
実
現
に

向
け
た
農
業
者
の
取
り
組
み
を
、
関
係
機
関
・
団
体

が
連
携
し
て
支
援
し
て
い
く
制
度
で
す
。 

 

こ
の
度
、
新
た
に
認
定
農
業
者
と
し
て
認
定
さ
れ

た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
今
回
認
定
さ
れ
た
農
業
者
】 

《
母
島
》
早
川 

保
（
更
新
） 

 

 
 
 
 

折
田 

一
夫
（
更
新
） 

《
父
島
》
野
瀬 

も
と
み
（
更
新
） 

【
こ
れ
ま
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
農
業
者
】 

《
母
島
》福
田 

亮
三
、比
企 

理
史
、都
留 

隆
興 

藤

谷 

明
憲
、
小
松 

広
子
、
稲
垣 

和
仁
、
都
留 

隆
之 

《
父
島
》
森
本 

か
お
り 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

２
―
３
１
１
４ 

       

       

奥
村
運
動
場
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
全
周
囲
及
び
グ
ラ

ウ
ン
ド
海
側
１
面
の
フ
ェ
ン
ス
を
改
修
し
ま
す
。 

 

こ
れ
に
よ
り
施
設
を
使
用
で
き
な
い
期
間
が
あ
り

ま
す
。
具
体
的
な
期
間
は
工
事
の
状
況
が
決
ま
り
次

第
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
受
付
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
工
事
予
定
時
期
】
９
月
～
10
月 

  

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
工
事
は
、
独
立

行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
「
ス
ポ

ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
」を
受
け
て
整
備
さ
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 
 
 
 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２
―
３
１
１
７ 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

      

小
笠
原
村
は
、
村
内
に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発

表
さ
れ
た
場
合
、
避
難
所
を
開
設
し
、
防
災
行
政
無

線
に
よ
り
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。
避
難
場
所
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

【
父
島
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】
母
島
支
所
会
議
室 

 

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
の
避
難

所
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
土
砂
災
害
警
戒

区
域
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
が
さ
れ
た

後
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

    

◎
土
砂
災
害
防
止
法
と
は 

 

土
砂
災
害
（
が
け
崩
れ
、
土
石
流
、
地
す
べ
り
）

か
ら
国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
土
砂
災
害
の
お
そ

れ
の
あ
る
危
険
区
域
の
周
知
、
警
戒
避
難
体
制
の
整

備
、
住
宅
等
の
新
規
立
地
の
抑
制
、
既
存
住
宅
の
移

転
促
進
等
の
「
ソ
フ
ト
対
策
」
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。 

 

◎
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

と
は 

 

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
と
は
土
砂
災
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
区
域
で
す
。こ
の
区
域
に
指
定
さ
れ
る
と
、

村
に
よ
る
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
等
）
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。 

「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
と
は
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
の
中
で
も
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

建
物
が
破
壊
さ
れ
、
住
民
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
区
域
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
区
域

に
指
定
さ
れ
る
と
、
特
定
の
開
発
行
為
に
対
す
る
許

可
制
や
建
築
物
の
構
造
の
規
制
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、
別
途
配
布
し
ま
す
チ
ラ
シ
「
土
砂
災

害
防
止
法
と
は
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◎
区
域
指
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
） 

・
区
域
指
定
に
向
け
た
調
査
（
基
礎
調
査
）（
平
成
28

年
度
～
29
年
度
） 

 
 

↓ 

・
調
査
結
果
の
公
表 

 
 

↓ 

・
区
域
指
定
の
説
明
会 

 
 

↓ 

・
区
域
指
定
（
告
示
）（
平
成
30
年
度
～
31
年
度
） 

 

◎
村
民
の
皆
様
へ
の
お
願
い 

 

東
京
都
で
は
、区
域
指
定
の
た
め
の
地
形
や
地
質
、

土
地
の
利
用
状
況
な
ど
の
基
礎
調
査
を
行
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
基
礎
調
査
の
内
容
と
実
施
時
期 

【
概
略
調
査
】
９
月
～
10
月
頃 

 

土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
の
地
形
・
建
築

物
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

※
敷
地
へ
の
立
ち
入
り
は
行
い
ま
せ
ん
。 

【
詳
細
調
査
】
10
月
～
平
成
29
年
８
月
頃 

 

土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
地
形
、
建
築
物
の
簡

易
的
な
計
測
を
行
っ
た
り
、
斜
面
の
地
質
の
状
況
確

認
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

※
敷
地
へ
の
立
ち
入
り
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
チ
ラ
シ
等
で
個
別
に
日
程
等

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
調
査
会
社
】
一
般
財
団
法
人
砂
防
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

整
備
推
進
機
構 

※
調
査
会
社
の
調
査
員
は
、身
分
証
明
書
を
携
帯
し
、

東
京
都
発
行
の
腕
章
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。 

  

詳
し
く
は
支
庁
土
木
課
に
用
意
し
て
あ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 
 
 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

２
―
２
１
６
３ 

 
 

 

奥
村
運
動
場 

 
 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の 

 
 
 
 
 
 
 

フ
ェ
ン
ス
改
修 

 

土
砂
災
害
時
の
避
難
所 

 

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く 

 
 
 
 
 

特
別
警
戒
区
域
等
の
指
定 

土砂災害警戒区域、特別警戒区域のイメージ 

（がけ崩れの場合） 

 

認
定
農
業
者
制
度 
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小
笠
原
警
察
署
で
は
、「
子
ど
も
と 

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
及
び
「
飲 

酒
運
転
の
根
絶
」
を
運
動
の
基
本
に
、
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。
交
通
事
故
連
続
発
生
に

伴
い
、夜
間
飲
酒
検
問
等
を
強
化
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
期
間
】
９
月
21
日
（
水
）
～
30
日
（
金
） 

 

◎
父
島
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

【
日
時
】
９
月
22
日
（
木
） 

午
前
10
時
～
11
時

30
分
（
雨
天
中
止
） 

【
場
所
】
東
町
三
角
公
園 

【
内
容
】
パ
ト
カ
ー
と
白
バ
イ
の
体
験
乗
車
等 

 

◎
母
島
交
通
安
全
講
習
会
の
開
催 

【
日
時
】
９
月
30
日
（
金
） 

午
後
６
時
30
分
～ 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【
内
容
】
交
通
安
全
講
話
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
等 

※
母
島
交
通
安
全
講
習
会
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

２
―
２
１
１
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
駐
在
所 

 

３
―
２
１
１
０ 

 

   

【
日
時
】
９
月
５
日
（
月
） 

午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】 

母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
離

職
、
解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 
 
 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

         
島
し
ょ
保
健
所
で
は
、
今
後
の
生
活
習
慣
病
予
防

事
業
の
参
考
と
す
る
た
め
、
管
内
町
村
の
方
々
に
、

食
事
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
回
答
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
目
的
以
外

で
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

【
対
象
】
無
作
為
抽
出
法
で
選
ん
だ
20
歳
以
上
の
方 

※
20
歳
以
上
の
村
民
の
中
か
ら
、
各
年
代
・
性
別
ご

と
に
無
作
為
抽
出
し
た
方
を
対
象
者
と
し
て
い
ま
す
。 

【
調
査
用
紙
】
２
種
類 

【
締
切
】
９
月
15
日
ま
で
に 

ご
投
函
く
だ
さ
い
。 

※
対
象
者
に
は
食
事
調
査
ア
ン 

ケ
ー
ト
を
郵
送
済
み
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

２
―
２
９
５
１ 

    

  

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
９
月
14
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時 【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知 

を
い
た
し
ま
す
。 

 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、

計
測
の
み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前

に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、
３
歳
の

乳
幼
児 

【
日
時
】
９
月
16
日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    

９
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

◎
父
島 

【
日
時
】
９
月
１
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

◎
母
島 

【
日
時
】
９
月
１
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

    

60
歳
以
上
の
村
民
の
方
を
対
象
に
、
体
操
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

【
期
間
】
９
月
６
日
～
12
月
22
日
の
火
・
木
曜
日

（
祝
祭
日
は
除
く
） 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み

物
、
上
履
き
（
父
島
の
み
） 

 

◎
父
島 

 

【
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階 

【
内
容
】筋
力
の
維
持
増
進
、関
節
可
動
域
の
維
持
、

身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動 

※
日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な
い
方
や
運
動
習
慣

を
身
に
付
け
た
い
方
向
け 

【
申
込
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

窓
口 

 

◎
母
島 

【
時
間
】
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
内
容
】
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
屋
外
）
を
中
心
に
、
身

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動 

【
申
込
】
母
島
支
所 

又
は 

母
島
明
老
会 

 

●
問
合
せ
先 

 

父
島
明
老
会 

２
―
３
９
１
１ 

 
 
 
 
 
 
 

母
島
明
老
会 

３
―
７
３
７
３ 

 
 

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

  

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

食
事
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 

ご
協
力
の
お
願
い 

 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
父
島
） 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 

 

定
期
予
防
接
種 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
６ 
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◎
第
46
回
「
月
の
か
ぐ
や
」 

 

月
に
帰
っ
た
か
ぐ
や
姫
、
そ
し
て 

日
本
の
か
ぐ
や
衛
星
。
二
つ
の
「
か 

ぐ
や
」
の
お
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、 

月
を
見
て
み
よ
う
！ 

【
日
時
】
９
月
７
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
９
月
６
日 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
国
立
天
文
台
内 

２
―
７
３
３
３ 

     

◎
「
お
茶
会
を
し
よ
う
！
」
講
座 

 

茶
道
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
、
礼
儀

作
法
や
立
ち
振
る
舞
い
な
ど
を
学
び
、
和
敬
の
心
を

育
て
ま
す
。
最
終
日
に
は
、
お
客
様
を
迎
え
、
お
茶

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
】 

小
学
一
年
生
～
高
校
三
年
生
（
経
験
未

経
験
問
わ
ず
。） 

【
日
時
（
全
九
回
）】 

 

９
月
18
日
・
10
月
23
日
・
10
月
30
日
・
11
月

13
日
・
11
月
20
日
・
12
月
４
日
・
12
月
11
日
・

１
月
28
日
・
１
月
29
日
（
日
） 

※
１
月
28
日
の

み
（
土
） 

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

【
費
用
】
一
人
４
千
５
０
０
円
（
お
茶
、
お
菓
子
、

保
険
代
）・
お
懐
紙
、
楊
枝
の
必
要
な
方
は
、
別
途
５

０
０
円
（
実
費
） 

【
申
込
】
電
話
又
は
メ
ー
ル
に
て
受
付 

 

【
締
切
】
９
月
６
日
（
火
） 

【
持
ち
物
】
楊
子
、
お
懐
紙
、
白
い
靴
下
、
帯
ま
た

は
ベ
ル
ト
、
ハ
ン
カ
チ 

【
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【
主
催
】
小
笠
原
村
伝
統
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員

会 【
講
師
】
竹
田
宗
洋
（
補
助
員
派
遣
：
小
笠
原
茶
道

会
） 

※
９
月
11
日
、
12
日
は
、
９
時
か
ら
会
場
や
お
道

具
の
準
備
、
片
づ
け
を
行
い
ま
す
の
で
、
参
加
者
及

び
保
護
者
の
方
は
、
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
日
程
は
島
内
行
事
等
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

※
参
加
費
は
初
回
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場

合
も
返
金
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
こ
の
事
業
は
、「
平
成
28
年
度
文
化
芸
術
振
興
費

補
助
金
（
伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業
）」
で
運
営
さ
れ

ま
す
。 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

 

竹
田
洋
子 

 

 
 
 

電
話 

 

０
９
０
―
１
０
２
１
―
０
４
１
０ 

 
 
 

メ
ー
ル 

ogasawarasadou@yahoo.co.jp 

    

左
記
の
日
程
で
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
競
漕
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
程
】
９
月
18
日
（
日
）
※
荒
天
中
止 

午
前
体
験
会
、
午
後
カ
ヌ
ー
競
漕 

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
参
加
要
領
】
男
子
、
女
子
、
男
女
混
合
の
３
カ
テ

ゴ
リ
で
競
技
を
行
い
ま
す
。
３
人
１
組
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
小
学
生
以
下
の
み
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん(

大
人
が
１
人
で
も
い
れ
ば
可)

。 

【
参
加
費
】
１
チ
ー
ム
１
千
円 

【
入
賞
】
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
に
１
位
～
３
位
、
そ
の
他

フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
、
敢
闘
賞
、
島
外
賞
な
ど 

【
申
込
方
法
】
申
込
用
紙
に
参
加
費
を
添
え
て
、
母

島
観
光
協
会
窓
口
へ
申
込
く
だ
さ
い
。
母
島
島
外
に

お
住
ま
い
の
方
は
メ
ー
ル
で
受
付
し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
９
月
１
日
～
９
月
16
日 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

３
―
２
３
０
０ 

 
 

メ
ー
ルinofo@hahajima.com 

    

日
商
簿
記
検
定
を
実
致
し
ま
す
。 

【
試
験
日
】
11
月
20
日
（
日
） 

【
申
込
締
切
】
10
月
19
日
（
木
）
ま
で 

【
受
験
料
】 

 

《
３
級
》
２
５
７
０
円 

 

《
２
級
》
４
６
３
０
円 

【
試
験
会
場
】 

 

《
父
島
》
商
工
観
光
会
館
会
議
室 

 

《
母
島
》
村
民
会
館
会
議
室 

 
 

な
お
、
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ

ン
セ
ル
・
級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 

２
―
２
６
６
６ 

    

商
工
会
で
は
、「
確
定
申
告
に
伴
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

及
び
、
消
費
税
改
正
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

今
回
初
め
て
確
定
申
告
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
導
入

さ
れ
ま
す
。
円
滑
な
申
告
が
行
え
る
よ
う
こ
の
機
会

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

【
テ
ー
マ
】確
定
申
告
に
伴
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
及
び
、

消
費
税
改
正
に
つ
い
て 

 
９
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に
な

い
料
金
は
直
接
小
笠
原
海
運
営
業
所
２
―
２
１
１
１

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（ 

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

 

な
お
、
は
は
じ
ま
丸
乗
船
券
購
入
時
に
は
「
小
笠
原

村
居
住
証
明
書
カ
ー
ド
」
も
し
く
は
「
居
住
証
明
書
」

が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

  

 

「
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催 

 

子
ど
も
茶
道
教
室 

 
 
 
 
 

参
加
者
募
集 

 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

  

講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

 

 

第
２
回 

母
島
カ
ノ
ー
大
会 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,325 等級 大人 小人

47,150 40,340 23,580 (-313) 4,170 2,090

(-1,450) (-1,240) (-720) 14,267 (+290) (+150)

34,050 27,240 17,030 (-291) 5,010 2,510

(-1,050) (-840) (-520) 13,124 (+350) (+180)

25,660 20,530 12,830 (-268) 等級 A(6名用) B(4名用)

(-790) (-630) (-400) 1,536
22,520 18,020 11,260 (-31)

(-690) (-550) (-350) 1,143 8,667
等級 村民 村民小人 身障者 (-23) (+373)

38,640 19,320 23,580 8,126
(-1,190) (-600) (-720) (+350)

25,540 12,770 17,030 7,585
(-790) (-400) (-520) (+327)

19,250 9,630 12,830 868
(-590) (-290) (-400) (+37)

16,890 8,450 11,260 654
(-520) (-260) (-350) (+28)

9月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

小口
0.1t以下

小口
0.075t以下

1等品

2等品

3等品

1等品

2等品

3等品

小口
0.1t以下

小口
0.075t以下

貨
物
運
賃

2等寝台

2等和室
旅
客
運
賃 1等

特2等寝台

2等寝台

2等和室

1等

特2等寝台

小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(
3

4

5

5

)

3

0

9

0

旅
客
運
賃

特別室 10,000 8,000

は
は
じ
ま
丸

貨
物
運
賃

2等

村民割引

2等往復
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【
講
師
】
一
般
社
団
法
人 

芝
青
色
申
告
会
事
務
局

長 
畑
中 

義
雄 

氏 

【
参
加
費
】
無
料 

 

◎
父
島 

【
日
時
】
９
月
29
日
（
木
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

30
分 

【
会
場
】
商
工
観
光
会
館
（
Ｂ
し
っ
ぷ
）
２
階 

◎
母
島 

【
日
時
】
９
月
30
日
（
金
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

30
分 

【
会
場
】
母
島
村
民
会
館 

会
議
室 

 

※
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
気
象
状
況
等
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 

２
―
２
６
６
６ 

       

【
９
月
の
開
館
】
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～
出
港

日 【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

【
特
別
展
】 

◎
本
館
「
新
お
が
さ
わ
ら
丸
展
～
小
笠
原
を
支
え
る

船
た
ち
」
開
催
中 

 

新
お
が
さ
わ
ら
丸
を
中
心
に
、
過
去
の
お
が
さ
わ

ら
丸
や
小
笠
原
に
ま
つ
わ
る
船
を
紹
介
し
ま
す
。 

◎
新
館
「
小
笠
原
の
ど
う
ぶ
つ
展
～
え
っ
ほ
ん

と
！
？
の
豆
知
識
・
豆
情
報
～
開
催
中 

 

小
笠
原
で
よ
く
み
ら
れ
る
ど
う
ぶ
つ
た
ち
の
一
般

的
な
説
明
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
豆
知
識
ま
で
ぬ
い

ぐ
る
み
を
展
示
し
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

      

母
島
に
お
い
て
、
①
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
、
村
民
と
し

て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限

り
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講

習
終
了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
し
ま
す
「
年

間
パ
ス
」
が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な
い
方

及
び
パ
ス
の
更
新
時
期
を
迎
え
る
方
は
お
気
軽
に
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
９
月
22
日
（
木
・
祝
）
午
後
５
時
30
分

～
６
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階 

視
聴
覚
室 

 

【
必
要
な
も
の
】 

 

印
鑑
、
村
民
で
あ
る
こ
と
、
及
び
16
歳
以
上
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
な
ど
）、
ボ
ー

ル
ペ
ン
。
た
だ
し
、
18
歳
未
満
の
方
は
、
保
護
者
等

の
同
意
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。 

②
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研
究
、
同

補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、
利

用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
今
般
、

母
島
で
の
簡
易
講
習
の
実
施
に
あ
た
り
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
者
用
講
習
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
父
島
に
お
い
て
①
及
び
②
は
、
電
話
に
て

随
時
受
付
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

    

９
月
20
日
～
26
日
は
動
物
愛
護
週
間
で
す
。
動

物
は
責
任
と
愛
情
を
も
っ
て
最
期
ま
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
私
達
が
飼
っ
て
い
る
動

物
、
身
近
に
い
る
動
物
た
ち
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

東
京
都
で
は
、
環
境
省
や
動
物
愛
護
団
体
等
と
と

も
に
、『
譲
渡
で
つ
な
ご
う
！
命
の
バ
ト
ン
』
を
テ
ー

マ
と
し
た「
動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。
開
催
日
は
９
月
17
日
と
24
日
で

す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
都 

福
祉
保
健
局 

健
康
安
全
部 

環
境
保
健

衛
生
課 

 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
４
１
２ 

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/i

ndex.html 

         

《
小
笠
原
で
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と
》 

 

イ
ヌ
や
ネ
コ
の
ほ
か
、ウ
サ
ギ
や
小
鳥
、鑑
賞
魚
、

昆
虫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
私
た
ち
の
良
き
パ
ー
ト
ナ

ー
で
す
が
、
飼
い
き
れ
な
く
な
っ
て
捨
て
ら
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
り
と
、
野
生
に
放

た
れ
て
し
ま
え
ば
、
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す
外
来

種
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
小
笠
原
で
は
、
そ
の
貴

重
な
生
態
系
と
そ
こ
に
生
息
す
る
野
生
動
物
を
守
る

た
め
に
、
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
に
は
特
に
配
慮
が
必
要

で
す
。 

 

そ
こ
で
環
境
課
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
愛
玩

動
物
に
よ
る
新
た
な
外
来
種
の
侵
入
・
拡
散
防
止
に

関
す
る
地
域
課
題
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置

し
、
ペ
ッ
ト
由
来
の
外
来
種
の
侵
入
・
拡
散
を
防
止

す
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
や
地
域
の
関
係
者
、
獣

医
師
等
と
の
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

《
議
論
の
途
中
経
過
》 

８
月
18
日
に
開
催
し
た
会
議
で
議
論
さ
れ
た
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。 

〇
イ
ヌ
・
ネ
コ
以
外
の
ペ
ッ
ト
を
把
握
・
管
理
す
る 

 

た
め
の
し
く
み
・
制
度
を
具
体
的
に
検
討 

○
小
笠
原
に
入
っ
て
し
ま
う
と
リ
ス
ク
が
大
き
い
た 

 

め
に
持
ち
込
み
・
飼
養
を
制
限
す
る
種
（
ブ
ラ
ッ 

 

ク
リ
ス
ト
）
と
管
理
下
で
飼
育
す
れ
ば
飼
養
可
能 

 

な
種
（
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
）
の
洗
い
出
し
・
精
査
、 

 

リ
ス
ト
の
使
い
方
を
検
討 

○
観
光
客
や
村
民
が
小
笠
原
に
来
島
す
る
前
（
竹
芝 

 

に
行
く
前
）
に
、
島
に
動
物
を
持
ち
込
む
場
合
の 

 

注
意
事
項
を
広
く
周
知
す
る
方
法
、
持
ち
込
ま
れ 

 

る
動
物
の
把
握
方
法
の
検
討 

  

今
後
も
、
広
く
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
伺
い

な
が
ら
、
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

《
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
さ
ん
へ
の
お
願
い
》 

 

ペ
ッ
ト
を
命
あ
る
も
の
と
し
て
大
切
に
飼
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
ペ
ッ
ト
が
人
と
と
も
に
生
活
す
る
存

在
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
、「
捨
て
な
い
・

逃
が
さ
な
い
」、「
最
期
ま
で
飼
う
」、「
む
や
み
に
繁

殖
さ
せ
な
い
」
な
ど
、
ペ
ッ
ト
を
適
正
に
飼
養
す
る

こ
と
は
飼
い
主
の
基
本
的
な
責
任
で
す
。 

ま
た
、
離
島
と
い
う
特
殊
な
環
境
で
ペ
ッ
ト
を
飼
う

と
い
う
こ
と
は
、
飼
い
主
自
身
が
ペ
ッ
ト
の
健
康
と

安
全
に
日
頃
か
ら
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

小
笠
原
な
ら
で
は
の
配
慮
と
と
も
に
、
改
め
て
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林 

 

受
付
及
び
簡
易
講
習
（
新
規
・ 

 

更
新
）
の
実
施 

 

 

動
物
愛
護
週
間 

  

「
人
と
ペ
ッ
ト
と
野
生
動
物
が 

共
存
し
て
暮
ら
せ
る
島
」
を
目
指
し
て 
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小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
及
び
専
門
部
会
で
は
、
記
念
事
業
の
計
画
を
検
討

し
、
概
略
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

◎
50
周
年
記
念
事
業
概
略
案  

【
返
還
50
周
年
記
念
式
典
】 

 

50
周
年
を
祝
い
、
来
賓
や
関
係
者
を
招
い
て
と
り

お
こ
な
う
祝
賀
式
典
。 

【
返
還
50
周
年
記
念
誌
制
作
】 

 

過
去
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
未
来
に
向

け
て
小
笠
原
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
記
念
誌
。 

【
実
行
委
員
会
主
催
記
念
事
業
】 

 

・
50
周
年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

・
繋
が
り
の
あ
る
地
域
と
の
文
化
歴
史
交
流
祭 

 

・
音
楽
祭 

 

・
花
火
大
会
（
父
島
・
母
島
） 

 

・
歴
史
を
振
り
返
る
映
像
制
作 

 

・
新
し
い
名
物
料
理
・
郷
土
料
理
の
創
作 

 

・
釣
り
大
会 

※
事
業
名
や
内
容
は
、
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
、
実
施
に
向
け
、
さ
ら
に
検
討
を
行
い
、
こ

の
コ
ー
ナ
ー
及
び
実
行
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

発
表
し
ま
す
。 

 

☆
自
主
事
業
第
２
次
募
集
応
募
受
付
中
！ 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会 
 

２
―
３
９
４
１ 

     

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
184 

 

―
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
で
す
！
― 

 

８
月
中
旬
現
在
、
長
か
っ
た
産
卵
シ
ー
ズ
ン
に
つ

い
に
終
わ
り
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
最

盛
期
を
迎
え
て
い
る
の
は
子
ガ
メ
の
ふ
化
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
産
卵
か
ら
約
45
日
～
70
日
程
度
で
卵
は
ふ

化
し
、
そ
の
後
約
１
週
間
か
け
て
子
ガ
メ
達
は
一
斉

に
砂
か
ら
這
い
出
て
き
て
海
へ
と
向
か
い
ま
す
。
こ

の
行
動
を
「
脱
出
」
と
い
い
ま
す
。
脱
出
は
夜
に
見

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
こ
れ
は
砂
の
温
度
の

低
下
が
脱
出
の
ス
イ
ッ
チ
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
昼
間
に
お
天
気
雨
や

夕
立
ち
が
降
っ
た
後
も
脱
出
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
砂
か
ら
出
て
き
た
子
ガ
メ
は

明
る
い
方
向
に
向
か
う
習
性
が
あ
り
ま
す
。
も
し
夜

間
海
岸
を
散
歩
し
て
い
て
脱
出
し
た
子
ガ
メ
を
見
つ

け
た
ら
ラ
イ
ト
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。
少
し
す
る
と

子
ガ
メ
は
海
の
方
向
へ
歩
き
出
し
ま
す
。
ま
た
街
の

明
か
り
な
ど
に
誘
引
さ
れ
て
道
路
に
出
て
し
ま
っ
て

い
る
子
ガ
メ
が
い
れ
ば
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
２
８
３
０ 

 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

 

第
十
七
貝
「
隠
れ
身
の
術
」 

  

マ
イ
マ
イ
に
は
敵
が
多
い
。
第
十
五
貝
で
も
触
れ

た
よ
う
に
、
長
い
年
月
を
か
け
て
敵
と
切
磋
琢
磨
し

て
き
た
マ
イ
マ
イ
の
中
に
は
相
手
に
一
太
刀
浴
び
せ

て
し
ま
う
強
者
も
い
る
が
、
外
敵
の
少
な
い
環
境
で

ぬ
く
ぬ
く
と
進
化
し
て
き
た
島
の
マ
イ
マ
イ
た
ち
は

無
防
備
な
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
ん
な
中
に
、

ひ
と
き
わ
用
心
深
い
ヤ
ツ
ら
が
い
る
。「
オ
ガ
サ
ワ
ラ

キ
セ
ル
ガ
イ
モ
ド
キ
」
の
仲
間
だ
。
彼
ら
の
得
意
技

は
隠
れ
身
の
術
、
つ
ま
り
そ
の
場
の
風
景
に
紛
れ
て

し
ま
う
こ
と
だ
。主
に
木
の
上
で
生
活
す
る
彼
ら
は
、

幹
の
表
面
を
削
り
と
っ
て
自
分
の
殻
に
付
着
さ
せ
る

こ
と
で
、そ
の
木
と
同
じ
質
感
を
演
出
し
て
み
せ
る
。

お
か
げ
で
小
笠
原
の
マ
イ
マ
イ
の
中
で
も
特
に
見
つ

け
る
の
が
困
難
な
仲
間
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
主
な
捕
食
者
で
あ
る
鳥
か
ら
逃
れ
る
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
基
本
的
に
闘
う
術
を
持
た
な
い

マ
イ
マ
イ
は
、
戦
い
を
回
避
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
そ

れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
視
覚
に
頼
っ
て
探
索
す

る
敵
に
対
し
て
、
風
景
に
紛
れ
る
こ
と
は
実
に
有
効

な
手
段
だ
。 

 

し
か
し
悲
し
い
か
な
、そ
ん
な
見
事
な
変
装
術
も
、

嗅
覚
で
探
索
す
る
ウ
ズ
ム
シ
や
ネ
ズ
ミ
に
と
っ
て
は

紙
の
鎧
も
同
然
な
の
で
あ
っ
た
。 

 

  

【
文
】
森
林
総
合
研
究
所
特
別
研
究
員 

和
田
慎

一
郎 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
笠
原
高
校 

高
橋
ひ
か
る
・

高
橋
海
里 

 

●
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 

 
「
今
年
も
確
認
！
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ

を
連
れ
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
」 

  

先
月
少
し
だ
け
お
伝
え
し
た
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ

を
連
れ
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
お
話
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
子

供
と
思
わ
れ
る
個
体
を
連
れ
て
い
る
イ
ル
カ
は
メ
ス

が
多
く
、
観
察
時
期
は
７
月
か
ら
９
月
の
間
に
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
驚
く
べ

き
事
に
、
昨
年
は
授
乳
し
て
い
る
シ
ー
ン
も
確
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

今
年
確
認
し
た
イ
ル
カ
に
つ
い
て
、
実
際
に
撮
影

し
た
方
か
ら
写
真
を
見
せ
て
も
ら
う
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
子
イ
ル
カ
を
連
れ
て
い
た
の
は
♯
１
４
６
の

イ
ル
カ
。
２
０
０
４
年
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
個
体

で
す
。 

 
 

             

最
初
の
発
見
か
ら
１
週
間
後
、
イ
ル
カ
調
査
隊
も

♯
１
４
６
を
発
見
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
子
イ

ル
カ
を
連
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
７
月

25
日
に
父
島
で
、
そ
の
翌
日
の
26
日
に
は
嫁
島
で

ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
子
供
を
連
れ
た
イ
ル
カ
の
目
撃

情
報
が
届
い
て
い
ま
す
。 

 

聟
島
で
発
見
さ
れ
た
例
で
は
、「
ミ
カ
ワ
（
♯
１
７

３
）」と
呼
ば
れ
る
メ
ス
イ
ル
カ
が
連
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
も
し
こ
の
記
事
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
写
真
や

動
画
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
方
が
い
ま
し
た
ら
、
Ｏ

Ｗ
Ａ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

島
で
長
く
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
方
に
聞
い
て
も
、

昔
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
イ
ル
カ
の
社
会

に
い
っ
た
い
何
が
起
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

● 

問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５ 
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今後も定期的に 

検診を受けましょう 

 
精密検査（二次検診） 

を受けて下さい 

 

  

医療機関で治療へ 

 

大腸がん検診の流れ 

 
 

                                

                                 

                                 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美（うちむら かずみ）です。

うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れて、早くみなさんに覚えて

いただけるように頑張ります。島の野菜や果物を使った料理に挑戦してみようかと思っていま

す！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １９９ 号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

① 受付窓口で２日分の採便用器と採便シート、問診表を受

け取ります。 

② 便器に採便シートを敷く。 

（採便シートは、便器の水溜部にのせる紙です。この上に 

排便することで簡単に便が取れ、そのまま流せます。） 

③ 容器からスティックを抜き、便の表面をまんべんなく 

こすりとります。 

④ 容器にしまい、なるべく冷暗所で保存してください。 

便は２日分とります。 

（基本的には、提出日前日、当日分になります。） 

便潜血検査の受け方 

採
便
シ
ー
ト 

先端の溝が埋まるくらい

にとってください。 

クジラ：大腸がんで亡くなる危険は大きいの？ 

保健師：高齢化や食生活の変化等によって大腸がんに

罹る人の数がこの 30 年間で約 6 倍に増え

ています。最近では女性のがん死亡原因の第

1位が大腸がんです。便潜血検査では、進行

がんの約 80％、早期がんの約 50％を発見

することが出来ます。見つけられなかった場

合でも毎年検診を受けていれば、4 分の 3

以上は治療可能な段階で発見されます。 

クジラ：やっぱり、1 年に 1 回は検査を受けた方が

良いですね！ 

 

⑤ 問診票を記入の上、 

受付窓口に提出してください。 

 

提出日 

提出時間 

受付・提出窓口 

対象者 ４０歳以上 

９月 10日（土）、17日（土）、24日（土） 

 
父島 8：00～10：30 

母島 8：00～ 9：00 

村役場福祉係、母島支所 

申込・受取 9月９日（金）17：15まで 
（８月 22日より開始しています） 

今後も定期的に 

検診を受けましょう 

精密検査（二次検診）

を受けて下さい 

＊11月に実施します 

医療機関で治療へ 

便潜血検査とは？ 

大腸のがんの組織はもろいため、がんがある部分を便が

通過する際の刺激によって、容易に出血します。 

この便に混じったわずかな血液を検査する方法が便潜

血検査です。 

この検査では、薬を飲んだり、食事を制限したりする必

要はありません。 

 

 

（加入している保険によって異なります） 



防災訓練 シロアリ対策申込〆切

定期予防接種 乳幼児・歯科検診（父島）

小笠原村議会本会議3日目

　　　　　入港日 敬老の日の集い（母島）

くらしの法律・税金・遺言相談～３日

高圧ガス液化石油ガス国家試験願書受付期限

NEWSボニンタイム 　　　　　出港日

くらしの法律教室（父島） 第２回母島カノー大会

小笠原高校図書館開放

小笠原高校図書館開放 敬老大会（父島）

　　　　　出港日

母島巡回労働相談

子ども茶道教室申込〆切 小笠原小学校学校公開日
小笠原高校公開講座申込〆切

ギャラクティック・キッズ（父島） 　　　　　入港日

交通安全キャンペーン（父島）

国有地指定ルート入林講習（母島）

　　　　　入港日 電話による無料法律相談

小笠原村議会本会議1日目

大腸がん検診申込〆切

小笠原村議会本会議2日目

　　　　　出港日

小笠原高校図書館開放

　　　　　出港日

小笠原高校図書館開放

行政相談 　　　　　入港日

村民相談 商工会講習会（父島）

ヘルスアップ教室（父島）

　　　　　入港日 シルバーピア入居申込〆切

商工会講習会（母島）

交通安全講習会（母島）

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

1 木 16 金

2 金 17 土

3 土 18 日

4 日 19 月

5 月 20

6 火

7

火

21 水

木

水 22 木

8

10

24 土

23 金

土

金9

25 日

月11 日 26

12 月 27 火

13 火 28 水

14 水

15

29 木

木 30 金

敬老の日 

秋分の日 


